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■COMPASS 

＊観光名所と東アジアの歴史風景 宮城大蔵 

＊天皇の中国観－昭和から平成、そして新時代に 城山英巳 

＊杭州の起業とイノベーション 木村公一朗 

＊台湾統一地方選挙の行方を注視する習近平政権 福田円 

■特集 功罪問われる中国経済圏戦略 

＊欧州で高まる中国警戒論 六鹿茂夫 

＊中央アジアと中国の関係の現実的な理解のために 宇山智彦 

■ON THE RECORD 

＊世界システムのなかの“一帯一路”構想 田中明彦 

■ASIA STREAM 

＊［中国の動向］（2018 年 10 月－11 月） 

民営企業への“宣撫”対策に乗り出した習近平 濱本良一 

＊［台湾の動向］（2018 年 10 月－11 月） 

「核食」、「台湾名義での五輪参加」が問われる住民投票 門間理良 

＊［朝鮮半島の動向］（2018 年 10 月－11 月） 

日韓関係の根幹揺るがす徴用工訴訟の賠償判決 塚本壮一 

■フォルモサ通信〔10〕 

＊若者は「厭世」世代？－低賃金や格差社会が背景 塩沢英一 

■Briefing Room 

＊インド洋のプレゼンス確保で中印が競争 伊藤努 

－日印の戦略的連携強化の背景を探る 

■CHINA SCOPE  

＊広東語のカタカナ表記を考える 池田巧 

■チャイナ・ラビリンス〔176〕 

＊濃霧に包まれた中共中央 高橋博 

■新連載 ポスト人口ボーナスのアジア〔3〕 

＊ポスト人口ボーナス期の中国「三農」問題 張馨元 

■Book Review on Asia 

■New Publications on Asia 
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